（様式１）

令和　　年　　月　　日

令和８年度
近現代建造物等の継承促進に資する活動支援体制モデル構築に向けた調査事業
申請書

	申　　請　　者
	法人・団体名
	

	
	代表者役職名・
氏名（ふりがな）
	

	
	所在地
	〒


	
	設立年月日
	

	
	法人・団体の目的
	

	
	主な活動内容・
実績
	

	連　絡　担　当　窓　口
	所属部署・役職名・
氏名（ふりがな）
	

	
	電話番号
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
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（様式２）
事業計画書

１．事業計画名
	事業計画名
	



２．地域および近現代建造物等の概要
	（１）対象となる地域の概要
※地域の歴史、主な地域資源、文化的特徴等について記載してください。

	

	（２）対象となる近現代建造物等の概要
※建築年代、建築文化的価値、所有状況等について記載してください。

	






３．現状と課題
	（１）現状の利用状況
※現在の活用状況、維持管理状況、利用者の状況等について記載してください。

	

	（２）継承にあたっての主な課題
※継承を進める上での課題（事業体制、人材、資金、制度等）について、可能な限り具体的に記載してください。課題が生じている背景や要因についても記載してください。

	





４．目指す姿
	（１）近現代建造物等の将来的な継承促進の姿
※事業実施後に目指す状態及び将来的な活用・継承の方向性について記載してください。

	

	（２）地域における位置づけ及び波及効果
※当該近現代建造物等の活用・継承を通じて、将来的に地域において果たす役割や期待される効果、地域への波及効果について記載してください。

	





５．事業内容および実施体制
	（１）実施する事業内容（資金調達、事業計画、設計、施設運営、人材育成等）
※課題解決に向けて実施する具体的な内容を記載してください。

	①プロジェクトマネージャーの確保・育成






②近現代建造物等の継承に係る取組

	（２）事業実施体制
※事業実施体制について、人員及び従事者の役割分担が分かるように体制図を記載してください。また、再委託を予定している場合はその役割分担を明記するとともに、関係機関との連携体制についても記載してください。

	

	（３）実施事業の特徴・必要性・緊急性
※当該事業に取り組む必要性や緊急性、他の取組との差別化要素や先進性について記載してください。

	





６．スケジュール
	（１）事業スケジュール（主な工程および実施時期）
※事業期間内に実施する内容について、工程ごとに記載してください。

	
	事業項目
	実施期間

	
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	




	（２）将来的な継承促進に向けた事業計画
※本事業終了後を見据えた中長期的な取組や展開について記載してください。

	





７．成果目標
	（１）成果指標および測定方法
※本事業の成果目標を定量的又は定性的に任意で設定し、その測定方法を具体的に記載してください。

	

	（２）事業終了後の展開
※事業終了後の継続的な取組の見込みや、自律的・持続的な運営に向けた考え方について記載してください。

	


※枠は自由に拡大、縮小し、必要に応じて図表や写真を挿入してください。


（様式３）
再委託に関する事項

【該当する場合のみ】
· 再委託に関する事項について、以下の表に必要事項を記入してください。

	再委託の相手方の住所及び氏名
	

	


	再委託を行う業務の範囲
	

	


	再委託の必要性
	

	


	再委託金額（単位：円）
	

	
           　　　　　　　　円



